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連結株主資本等変動計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
（単位：百万円）

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 7,544 10,437 123,796 △6,966 134,812
会計方針の変更による累積的影響額 △162 △162
会計方針の変更を反映した当期首残高 7,544 10,437 123,634 △6,966 134,650
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,845 △4,845
親会社株主に帰属する当期純利益 23,435 23,435
自 己 株 式 の 取 得 △2,399 △2,399
自 己 株 式 の 処 分 17 34 52
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 ― 17 18,590 △2,364 16,243
当 期 末 残 高 7,544 10,455 142,224 △9,331 150,893

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純資産合計そ の 他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に 係 る
調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 2,158 1,085 929 4,173 138,986
会計方針の変更による累積的影響額 △162
会計方針の変更を反映した当期首残高 2,158 1,085 929 4,173 138,823
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,845
親会社株主に帰属する当期純利益 23,435
自 己 株 式 の 取 得 △2,399
自 己 株 式 の 処 分 52
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （純 額 ) 41 1,301 △28 1,314 1,314

当 期 変 動 額 合 計 41 1,301 △28 1,314 17,557
当 期 末 残 高 2,199 2,387 900 5,487 156,381
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連結注記表

連結計算書類作成の基本となる重要な事項等
1. 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ………………… 30社
主要な連結子会社
日本光電富岡㈱
日本光電アメリカ㈱
日本光電ヨーロッパ㈲ 他27社
なお、Advanced Medical Predictive Devices, Diagnostics and Displays, Inc.を連結の範囲に含め
ています。

2. 持分法の適用に関する事項
持分法適用会社の数 …………… ０社
持分法非適用関連会社はありません。

3. 連結子会社の事業年度に関する事項
連結子会社のうち上海光電医用電子儀器㈲、日本光電ブラジル㈲、リサシテーションソリューション㈱、
デフィブテック LLC、日本光電ラテンアメリカ㈱、日本光電メキシコ㈱、およびAdvanced Medical
Predictive Devices, Diagnostics and Displays, Inc.の決算日は12月31日ですが、連結決算日(３月
31日)との差異が３ヶ月を超えていないため、連結に際しては、当該決算日の計算書類を使用し、かつ連
結決算日との間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行うこととしています。

4． 会計方針に関する事項
（1）有価証券の評価基準および評価方法

そ の 他 有 価 証 券
市場価格のない株式等以外のもの：決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定）
市場価格のない株式等：移動平均法による原価法

（2）デリバティブの評価基準および評価方法
為替予約取引は、時価法によっています。

（3）棚卸資産の評価基準および評価方法
評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、評価方法は主として
次の方法によっています。
製品・商品・半製品：移動平均法
仕 掛 品：個別法
原 材 料 ・ 貯 蔵 品：移動平均法
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（4）固定資産の減価償却の方法
① 有 形 固 定 資 産

（リース資産を除く）
：当社および国内連結子会社は、主として定率法（ただし、1998年４月１日以降
に取得した建物（附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備および構築物は定額法）を採用し、在外連結子会社は主として定額法を
採用しています。
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

建物及び構築物 ３～50年
機械装置及び運搬具 ２～15年

② 無 形 固 定 資 産
（リース資産を除く）

：定額法を採用しています。ソフトウエアについては、利用可能期間（主に５年）
による定額法を採用しています。

③ リ ー ス 資 産：所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法（定額法）によ
っています。

（5）重要な引当金の計上の方法
① 貸 倒 引 当 金：債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込
額を計上しています。

② 賞 与 引 当 金：従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上して
います。

③ 製品保証引当金：製品の出荷後、無償で行う補修費用に備えるため、売上高に対する当該費用の発
生割合および個別見積に基づいて補修費用の見込額を計上しています。

（6）退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法

：退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に
帰属させる方法については、給付算定式基準によっています。

② 数理計算上の差異の費用処理方法
：数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期
間以内の一定の年数(５年)による定率法により按分した額を、それぞれ発生の翌
連結会計年度から費用処理することとしています。

（7）重要な外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ています。なお、在外子会社等の資産および負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、
収益および費用は、期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘
定に含めて計上しています。
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（8）重要な収益および費用の計上基準
当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容および当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。

① 製品の販売 ：製品の販売については、製品を顧客に引き渡した時点または顧客が製品を検収し
た時点において収益を認識しています。なお、消耗品等の据付の作業を要しない
製品の販売については、出荷時点において収益を認識しています。

② 修理・保守等のサービスの提供
：修理・保守等のサービスの提供については、主に製品に関連した修理・点検・保
守等の業務に係る収益が含まれ、修理・点検はサービス提供完了時点において、
保守等は、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断し、役務を提供する期
間にわたり収益を認識しています。

（9）重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法：繰延ヘッジ処理によっています。
② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段：デリバティブ取引（為替予約取引）
ヘッジ対象：外貨建予定取引

③ ヘッジ方針 ：外貨建予定取引の為替変動リスクをヘッジするため、為替予約取引を行うものとし
ています。

④ ヘッジの有効性評価の方法
：ヘッジ対象である外貨建予定取引とヘッジの手段とした為替予約取引は、重要な条
件が同一なので、有効性判定を省略しています。

（10）のれんの償却に関する事項
のれんの償却費については、効果の発現する見積期間（20年以内）を償却年数とし、定額法により均等
償却しています。ただし、金額が僅少のものは、発生時に全額償却しています。
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5. 会計方針の変更
（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」
という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点
で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連
結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、
収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従っ
てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。また、収益認
識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約
変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額
を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減しています。
また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」

は、当連結会計年度より「受取手形」および「売掛金」に含めて表示しています。
収益認識会計基準等の適用が連結計算書類に与える影響は軽微です。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会
計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算
定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、連結計算書
類に与える影響はありません。
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6. 会計上の見積り
・のれんおよび無形固定資産の評価
（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

のれん 794百万円
無形固定資産 2,942百万円

（2）その他見積りの内容に関する理解に資する情報
当社グループは、買収時の超過収益力を対象会社ののれんおよび無形固定資産として認識しており、原

則として対象会社ごとに資産のグルーピングを行っています。なお、当連結会計年度に取得した
Advanced Medical Predictive Devices, Diagnostics and Displays, Inc. （以下、「AMP3D社」）に
ついては、持株会社である日本光電デジタルヘルスソリューションズ㈱と一体でデジタルヘルスソリュー
ション事業を行っていることから、のれんおよび無形固定資産を含め、両社を一つの資産グループとして
グルーピングしています。
当連結会計年度において、AMP3D社の取得に伴い、のれんを412百万円、無形固定資産を1,053百万

円計上しています。
のれんおよび無形固定資産について、営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなっている場合や

実績が当初の事業計画を下回っている場合等に減損の兆候があると判断しています。減損の兆候があると
認められる場合には、資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と固定資産の帳簿
価額とを比較することによって、減損損失の認識の要否を判定しています。
当連結会計年度において、減損の兆候はないと判断しています。ただし、事業計画や割引前将来キャッ

シュ・フローには不確実性があり、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場合に
は、翌連結会計年度以降において減損損失が発生する可能性があります。

7. 注記事項
（連結貸借対照表）
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。
（2）有形固定資産の減価償却累計額は、32,747百万円です。
（3）受取手形（輸出為替手形）割引高はありません。

（連結損益計算書）
記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。
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（連結株主資本等変動計算書）
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。
（2）当連結会計年度の末日における発行済株式の総数は、次のとおりです。

普通株式 88,730,980株
（3）当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2021年６月25日
定時株主総会 普通株式 3,236 38.0 2021年３月31日 2021年６月28日

2021年11月８日
取締役会 普通株式 1,609 19.0 2021年９月30日 2021年11月29日

（注）2021年６月25日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、特別配当20円を含んでいます。

（4）当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
次のとおり、決議を予定しています。

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日

2022年６月28日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 4,052 48.0 2022年３月31日 2022年６月29日

（注）１株当たり配当額には、特別配当15円、70周年記念配当13円を含んでいます。

（金融商品に関する情報）
（1）金融商品の状況に関する事項
当社グループは、金融商品について堅実で安全性の高い運用を行う方針としています。
受取手形および売掛金に係る顧客の信用リスクについては、債権管理規定に沿って、取引先ごとに期日管
理を行うとともに、主要な取引先の信用状況をモニタリングし、財務状況等の悪化による回収懸念を早期
に把握することで、軽減を図っています。
投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、また市場の状況等を勘案して保
有状況を継続的に見直しています。
支払手形および買掛金の支払期日は、１年以内です。
借入金は、主に事業運営に必要な資金（主として短期）として調達しています。
デリバティブは、為替リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行わない方針です。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額につい
ては、次のとおりです。

連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価
(百万円)

差額
(百万円)

投資有価証券
その他有価証券
株式 4,768 4,768 ―

（注１）「現金及び預金」「受取手形」「売掛金」「有価証券」「支払手形及び買掛金」「短期借入金」について
は、現金であること、および短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、
記載を省略しています。

（注２）市場価格のない株式等は、「投資有価証券 その他有価証券 株式」には含まれていません。当該金融
商品の連結貸借対照表計上額は889百万円です。

（注３）連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については
「投資有価証券 その他有価証券 株式」には含まれていません。当該出資の連結貸借対照表計上額は
567百万円です。

（3）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しています。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しています。
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① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価 (百万円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 4,768 ― ― 4,768

資産計 4,768 ― ― 4,768

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
該当事項はありません。

（注）時価の算定に用いた評価技法および時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しています。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価を
レベル1の時価に分類しています。

（収益認識に関する注記）
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報
主要な顧客との契約から生じる収益を商品群別に分解した情報は、以下のとおりです。

報告セグメント
合計
(百万円)医用電子機器関連

(百万円)

生体計測機器 39,681 39,681

生体情報モニタ 84,860 84,860

治療機器 43,388 43,388

その他 37,198 37,198

顧客との契約から生じる収益 205,129 205,129

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 205,129 205,129
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（2）収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表 (連結計算書類作成の基本となる重要な事項等)
４．会計方針に関する事項 （8）重要な収益および費用の計上基準」に記載のとおりです。

（3）当連結会計年度および翌連結会計年度以降の金額を理解するための情報
① 契約負債の残高等

当連結会計年度
(百万円)

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 68,612

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 58,381

契約負債（期首残高） 4,035

契約負債（期末残高） 5,513

契約負債は、主に支払条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するものであり、収益の認識に伴い取
り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、2,508百万円
です。

② 残存履行義務に配分した取引価格
残存履行義務に配分した取引価格の総額および収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりです。

当連結会計年度
(百万円)

１年以内 14,431

１年超 4,008

合計 18,440
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（１株当たり情報）
（1）１株当たり純資産は、1,852円39銭です。
（2）１株当たり当期純利益は、276円51銭です。

（重要な後発事象）
（自己株式の取得および消却）

当社は、2022年５月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適
用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議するとともに、会社法第
178条の規定に基づく自己株式消却に係る事項を決議しました。

１．自己株式の取得および消却を行う理由
資本効率および株主還元のさらなる向上を図るため

２．取得に係る事項の内容
（１）取得対象株式の種類： 当社普通株式
（２）取得し得る株式の総数： 350,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.41％）
（３）株式の取得価額の総額： 10億円（上限）
（４）取得期間： 2022年５月16日～2022年６月30日
（５）取得方法： 東京証券取引所における市場買付け

３．消却に係る事項の内容
（１）消却する株式の種類： 当社普通株式
（２）消却する株式の数： 500,000株

（消却前の発行済株式総数に対する割合0.56％）
（３）消却予定日： 2022年６月10日

（ご参考）2022年４月30日時点の自己株式の保有状況
発行済株式総数（自己株式を除く）： 84,421,454株
自己株式数： 4,309,526株
消却後の当社発行済株式総数は、88,230,980株となります。
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（その他の注記）
（企業結合等関係）
取得による企業結合
１．企業結合の概要
(1) 被取得企業の名称およびその事業の内容

被取得企業の名称 Advanced Medical Predictive Devices, Diagnostics and Displays, Inc.
事業の内容 患者容態管理のためのアルゴリズムおよびソフトウェアの研究開発

(2) 企業結合を行った主な理由
当社のヒューマン・マシン・インターフェース技術とAdvanced Medical Predictive Devices,

Diagnostics and Displays, Inc.の患者容態管理のためのアルゴリズムおよびソフトウェア技術の融合
によるデジタルヘルスソリューション分野における技術開発力の強化
(3) 企業結合日

2021年８月９日
(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得
(5) 結合後企業の名称

Advanced Medical Predictive Devices, Diagnostics and Displays, Inc.
(6) 取得した議決権比率

企業結合直前に所有していた議決権比率 －％
企業結合日に取得した議決権比率 100％
取得後の議決権比率 100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社の連結子会社である日本光電デジタルヘルスソリューションズ㈱が現金を対価としてAdvanced

Medical Predictive Devices, Diagnostics and Displays, Inc.の株式を取得したことによるもので
す。

２．連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2021年８月９日から2021年12月31日まで

３．被取得企業の取得原価およびその内訳
取得の対価 964 百万円
取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 77 百万円
取得原価 1,042 百万円
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４．企業結合契約に定められた条件付取得対価の内容およびそれらの今後の会計処理方針
買収後の業績に応じた譲渡価額調整条項があり、これに基づく取得対価の追加支払が発生した場合に

は、取得時に支払ったものとみなして取得価額を修正し、のれんの金額およびのれんの償却額を修正す
ることとしています。

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間
(1) 発生したのれんの金額

413百万円
(2) 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益から発生したものです。
(3) 償却方法および償却期間

10年間にわたる均等償却

６．企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額ならびにその主な内訳
流動資産 37百万円
固定資産 0百万円
資産合計 38百万円
流動負債 281百万円
負債合計 281百万円

７．のれん以外の無形固定資産に配分された金額およびその主要な種類別の内訳ならびに全体および主要
な種類別の加重平均償却期間
技術関連資産 956百万円 （償却年数 10年）
ソフトウェア 114百万円 （償却年数 3年）
のれん以外の
無形固定資産計 1,070百万円 （加重平均償却年数 9年）

８．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書
に及ぼす影響の概算額およびその算定方法
重要性が乏しいため記載を省略しています。
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株主資本等変動計算書（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
（単位：百万円）

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本合 計資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 7,544 10,482 23 10,505 1,149 98,960 11,930 112,040 △6,966 123,123
会計方針の変更による累積的影響額 △162 △162 △162

会計方針の変更を反映した当期首残高 7,544 10,482 23 10,505 1,149 98,960 11,768 111,877 △6,966 122,961
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,845 △4,845 △4,845
当 期 純 利 益 21,295 21,295 21,295
別 途 積 立 金 の 積 立 5,500 △5,500 ― ―
自 己 株 式 の 取 得 △2,399 △2,399
自 己 株 式 の 処 分 17 17 34 52
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 ― ― 17 17 ― 5,500 10,949 16,449 △2,364 14,102
当 期 末 残 高 7,544 10,482 41 10,523 1,149 104,460 22,717 128,327 △9,331 137,063

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金
評価・換算差額等

合計
当 期 首 残 高 2,156 2,156 125,280
会計方針の変更による累積的影響額 △162

会計方針の変更を反映した当期首残高 2,156 2,156 125,118
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,845
当 期 純 利 益 21,295
別 途 積 立 金 の 積 立 ―
自 己 株 式 の 取 得 △2,399
自 己 株 式 の 処 分 52
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （純 額 ) 41 41 41

当 期 変 動 額 合 計 41 41 14,144
当 期 末 残 高 2,198 2,198 139,262
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個別注記表

1. 重要な会計方針
（1）有価証券の評価基準および評価方法

子会社株式および関連会社株式…移動平均法による原価法によっています。
そ の 他 有 価 証 券
市場価格のない株式等以外のもの……決算期末日の市場価格等に基づく時価法によっています。

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定しています。）

市場価格のない株式等……移動平均法による原価法によっています。
（2）デリバティブの評価基準および評価方法

為替予約取引は、時価法によっています。
（3）棚卸資産の評価基準および評価方法

評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法）、評価方法は下記のとおり
です。
製品・商品・半製品………移動平均法
仕 掛 品………個別法
原 材 料 ・ 貯 蔵 品………移動平均法

（4）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
定率法によっています。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得し
た建物附属設備および構築物については、定額法によっています。
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物及び構築物 ３～50年
機械装置及び運搬具 ２～15年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっています。
なお、ソフトウエアについては利用可能期間（主に５年）に基づく定額法によっています。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法（定額法）によっています。
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（5）重要な引当金の計上の方法
① 貸倒引当金
債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

② 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。

③ 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき
計上しています。
退職給付見込額の期間帰属方法

：退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属
させる方法については、給付算定式基準によっています。

数理計算上の差異の費用処理方法
：数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数(５年)による定率法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業
年度から費用処理することとしています。

なお、退職給付に係る未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異なり
ます。

④ 製品保証引当金
製品の出荷後、無償で行う補修費用に備えるため、売上高に対する当該費用の発生割合および個別見積
に基づいて補修費用の見込額を計上しています。

（6）重要な外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理していま
す。

（7）重要な収益および費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容および当該履行義
務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。

① 製品の販売 ：製品の販売については、顧客が製品を検収した時点において収益を認識していま
す。なお、消耗品等の据付の作業を要しない製品の販売については、出荷時点に
おいて収益を認識しています。

② 修理・保守等のサービスの提供
：修理・保守等のサービスの提供については、主に製品に関連した修理・点検・保
守等の業務に係る収益が含まれ、修理・点検はサービス提供完了時点において、
保守等は、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断し、役務を提供する期
間にわたり収益を認識しています。
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（8）重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理によっています。

② ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段：デリバティブ取引（為替予約取引）
ヘッジ対象：外貨建予定取引

③ ヘッジ方針
外貨建予定取引の為替変動リスクをヘッジするため、為替予約取引を行うものとしています。

④ ヘッジの有効性評価の方法
：ヘッジ対象である外貨建予定取引とヘッジ手段とした為替予約取引は、重要な条件が同
一なので、有効性判定を省略しています。

（9）のれんの償却に関する事項
のれんの償却費については、効果の発現する見積期間（20年以内）を償却年数とし、定額法により均等償
却しています。ただし、金額が僅少のものは、発生時に全額償却しています。

2. 会計方針の変更
（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」
という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、
当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年
度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、収益認識
会計基準第86項に定める方法を適用し、当事業年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどす
べての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。また、収益認識会計基準第
86項また書き(1)に定める方法を適用し、当事業年度の期首より前までに行われた契約変更について、す
べての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当事業年度の期
首の利益剰余金に加減しています。
また、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前受金」は、当事業年度より

「契約負債」として表示しています。
収益認識会計基準等の適用が計算書類に与える影響は軽微です。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」
（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基
準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、計算書類に与える影
響はありません。

3. 会計上の見積り
・繰延税金資産の回収可能性
（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金資産 4,437百万円
（2）その他見積りの内容に関する理解に資する情報

当社は、将来の課税所得の見積りやタックス・プランニングの結果、回収可能性があると判断した将来
減算一時差異について繰延税金資産を計上しています。将来の課税所得については、将来の事業計画を基
礎としており、その主要な仮定は市場動向等から見積もった売上見込み、売上原価、および販売費及び一
般管理費です。当該見積りは不確実性を伴い、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要とな
った場合には、翌事業年度以降の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性が
あります。

4. 注記事項
（貸借対照表関係）
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。
（2）関係会社に対する金銭債権および金銭債務は、次のとおりです。

短期金銭債権 49,508百万円
短期金銭債務 5,681百万円

（3）有形固定資産の減価償却累計額は、23,160百万円です。
（4）受取手形（輸出為替手形）割引高はありません。
（5）関係会社の金融機関等からの借入に対する債務保証残高はありません。
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（損益計算書関係）
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。
（2）関係会社との取引高は、次のとおりです。

営業取引
売上高 24,317百万円
仕入高 42,520百万円
販売費及び一般管理費 1,265百万円
営業取引以外の取引高
収益 2,919百万円
費用 9百万円

（株主資本等変動計算書関係）
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。
（2）当事業年度の末日における自己株式の総数は、次のとおりです。

普 通 株 式 4,309,526株

（税効果会計）
繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
棚卸資産評価損 255百万円
賞与引当金 1,244百万円
退職給付引当金 692百万円
製品保証引当金 107百万円
貸倒引当金 1,584百万円
関係会社株式等評価損 928百万円
減価償却資産償却 2,068百万円
資産除去債務 263百万円
その他 1,345百万円
繰延税金資産 小計 8,491百万円
評価性引当額 △2,890百万円
繰延税金資産 合計 5,600百万円

繰延税金負債
資産除去債務に対応する除去費用 △208百万円
その他有価証券評価差額金 △955百万円
繰延税金負債 合計 △1,163百万円

繰延税金資産の純額 4,437百万円
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（関連当事者との取引）
子会社

会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合（％）

関連当事者との関係
取引の内容 取引金額

（百万円） 科目 期末残高
(百万円)役員の

兼任等 事業上の関係

日本光電富岡㈱ 100 ― 当社医用電子
機器製造

当社販売用製品の
仕入（＊１） 38,172 買掛金 4,369
資金の貸付
（＊２） 3,300 関係会社

短期貸付金 5,450
材料仕入の立替
（＊３） 38,525 未収入金 11,307

日本光電アメリカ㈱ 100 ２名 当社医用電子
機器販売

当社製品の販売
（＊４） 8,206 売掛金 5,525
資金の貸付
（＊２） 720 関係会社

短期貸付金 8,690

日本光電ヨーロッパ㈲ 100 １名 当社医用電子
機器販売

当社製品の販売
（＊４） 2,567 売掛金 1,138

日本光電ミドルイースト㈱ 100 ― 当社医用電子
機器販売

当社製品の販売
（＊４） 3,539 売掛金 2,011

日本光電オレンジメッド㈱ 100 ３名
当社医用電子
機器開発・製
造・販売

資金の貸付
（＊２） 2,374 関係会社

短期貸付金 8,629

取引条件および取引条件の決定方針等
＊１ 当社販売用製品の仕入価格は、製造会社の製造原価をもとに、決定しています。
＊２ 資金の貸付金の金利は、市場金利を勘案して決定しています。
＊３ 材料仕入の立替は、同社の製造用材料の購入を立て替えたものです。
＊４ 当社製品の販売価格は、市場価格を勘案して決定しています。

（収益認識に関する注記）
・収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「個別注記表 １．重要な会計方針 （7）重要な収益および費
用の計上基準」に記載のとおりです。

（１株当たり情報）
（1）１株当たり純資産は、1,649円61銭です。
（2）１株当たり当期純利益は、251円25銭です。
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（重要な後発事象）
（自己株式の取得および消却）

当社は、2022年５月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適
用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議するとともに、会社法第
178条の規定に基づく自己株式消却に係る事項を決議しました。

１．自己株式の取得および消却を行う理由
資本効率および株主還元のさらなる向上を図るため

２．取得に係る事項の内容
（１）取得対象株式の種類： 当社普通株式
（２）取得し得る株式の総数： 350,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.41％）
（３）株式の取得価額の総額： 10億円（上限）
（４）取得期間： 2022年５月16日～2022年６月30日
（５）取得方法： 東京証券取引所における市場買付け

３．消却に係る事項の内容
（１）消却する株式の種類： 当社普通株式
（２）消却する株式の数： 500,000株

（消却前の発行済株式総数に対する割合0.56％）
（３）消却予定日： 2022年６月10日

（ご参考）2022年４月30日時点の自己株式の保有状況
発行済株式総数（自己株式を除く）： 84,421,454株
自己株式数： 4,309,526株
消却後の当社発行済株式総数は、88,230,980株となります。

2022年05月25日 16時47分 $FOLDER; 22ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）


